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新庁舎建設基本計画（案）に関するパブリックコメント 共通意見の説明 

意見（要旨） 説明 

交通渋滞について 交通渋滞の解消については、まずは渋滞につながらないような車の流れをつくるよう新発

田警察からも指導をいただきながら、駐車場の出入りの方法を十分検討します。 

また、新庁舎が出来上がる平成 27年度までには、南バイパスの国道 290号までの延伸、

五十公野荒町線などの環状線が整備されることにより、市街地の通過交通量が相当数減少す

ることが見込まれています。 

これは、南バイパスが出来ただけでも中心部の通過交通量が減ったという具体的なデータ

が示されており、その効果が期待できるところです。 

併せて、周辺道路の交通規制や右折車線の新設によりスムースな車の流れを確保するな

ど、様々な方法を検討していく考えです。 

このようなことから、交通渋滞については、新庁舎がオープンするまでの間やその後の状

況を見ながら順次具体的な対策を講じることで対処できると考えております。 

 


